
三菱マテリアルによる捕虜の強制労働に関する説明板の設置 

 

2016年 11月 29日、仙台第 6分所(秋田県鹿角市尾去沢)の捕虜が使役された旧三菱鉱業尾去沢鉱山跡

地に、三菱マテリアル社（旧三菱鉱業の後継会社）により、捕虜の強制労働に関する説明板が設置されま

した。除幕式には、三菱マテリアル関係者の他、ここにいた米元捕虜の息子ジム・ネルソン氏と、同じく

米元捕虜の娘キャンディー・ブランクマンさん、そしてこの説明板実現のために尽力した「捕虜 日米の

対話」の徳留絹枝さんが出席しました。 

 この碑は慰霊碑でも記念碑でもなく、「当社は、このような不幸な出来事を深く反省し、旧三菱鉱業

株式会社の鉱山で労働を強いられた全ての元戦争捕虜に対して心より謝罪すると共に、基本的人権や正

義が侵されることのない未来の創造に向けて努力を続ける決意をここに示します」と、日英両語ではっ

きりと謝罪の意が記された画期的な内容です。碑文（日本語・英語）の全文は次頁をご覧ください。収

容されていた捕虜や収容中に死亡した捕虜の人数に関しては、POW研究会提供のデータが引用されて

います。 

  同様の説明板が、同じく旧三菱鉱業が捕虜を使役した宮城県の細倉鉱山(仙台第 3分所)跡、兵庫県の

生野鉱山（大阪第 4分所）跡、明延鉱山（大阪第 6分所）跡にも設置されました。設置場所について

は、三菱マテリアルの社有地で、一般人の立ち入りが可能で閑静な場所、捕虜の就労場所や関連施設付

近であること等の条件に基づいて選定されたようです。4か所の設置写真（三菱マテリアル提供）は 3

頁目、設置場所地図は別添 PDF（三菱マテリアル提供）をご覧ください。 

 捕虜を使役した企業によってこのような説明板が設置されたことは非常に意義深く、ネルソンさん、

ブランクマンさんは、この地で苦難の日々を過ごした父たちを想い感無量だ、と語っていました。 

（笹本妙子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

尾去沢の除幕式。左よりブランクマンさん、ネルソンさん、三菱マテリア

ル関係者、徳留さん。（徳留絹枝さん提供） 



 碑文  

第二次世界大戦中の捕虜の使役について 

 

 第二次世界大戦中、労働力不足を補う為、旧日本軍に捕えられた連合軍捕虜たちが、日本国内の鉱

山、炭鉱、工場などに労働者として配置されました。旧日本軍の管理の下、この地にあった「仙台俘虜

収容所 尾去沢（花輪）分所」には、終戦時に545人（米494人、英50人、豪1人）※の捕虜が収容され

ており、収容中に8人が亡くなりました。 

 当時の労働環境は、捕虜たちにとって大変過酷であり生涯癒すことのできない深い傷を残しました。 

 又、当鉱山だけではなく、旧三菱鉱業株式会社の鉱山である細倉（宮城県）・生野（兵庫県）・明延

（兵庫県）においても、同じように、捕虜が労働を強いられておりました。 

 当社は、このような不幸な出来事を深く反省し、旧三菱鉱業株式会社の鉱山で労働を強いられた全て

の元戦争捕虜に対して心より謝罪すると共に、基本的人権や正義が侵されることのない未来の創造に向

けて努力を続ける決意をここに示します。 

2016年11月 

三菱マテリアル株式会社 

※『GHQ/SCAP 資料「Roster of Deceased Allied POWs in Japan Proper」（国会図書館憲政資料室所蔵 LS－03399

～03404）』を基に、POW 研究会が調査したもの。 

 

In Memory of WWII POWs 

 

During World War II, military personnel of the Allied Forces captured by the Japanese military were 

forced to work in mines and factories throughout Japan. These included the Osarizawa (Hanawa) Branch of 

the Sendai POW Camp that was under the control of the Japanese military and located at this site. In all, 545 

POWs (494American, 50 British, and 1 Australian)* were held at the camp at the end of the war, 8 POWs 

died in captivity. 

Working conditions for the POWs were exceedingly harsh and left deep mental and physical wounds that 

the lapse of time would not heal. POWs were subjected to similar conditions in the mines of Hosokura 

(Miyagi Prefecture), Ikuno (Hyogo Prefecture) and Akenobe (Hyogo Prefecture), which were also operated 

by the former Mitsubishi Mining Company. 

Re�lecting on these tragic past events with the deepest sense of remorse, Mitsubishi Materials offers its 

heartfelt apologies to all former POWs who were forced to work under appalling conditions in the mines of 

the former Mitsubishi Mining Company, and reaf�irms its unswerving resolve to contribute to the creation 

of a world in which fundamental human rights and justice are fully guaranteed. 

November 2016 

Mitsubishi Materials Corporation 

* Figures were compiled by the POW Research Network Japan based on the “Roster of Deceased Allied POWs in 

Japan Proper” compiled by GHQ/SCAP. (Held in the National Diet Library’s Modern Japanese Political History 

Materials Room under Catalog No. LS-03399–03404.) 



三菱マテリアル POW説明板 

設置場所 

（写真はいずれも三菱マテリアル㈱提供） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜細倉＞宮城県栗原市鶯沢南郷荒町 48 

細倉金属鉱業㈱正門近くの駐車場付近 

＜生野＞兵庫県朝来市生野町小野 33-5 

シルバー生野㈱の正門付近。写真右奥にシル

バー生野社の正門が写っている。 

＜明延＞兵庫県養父市大屋町明延 明延鉱山学習館（旧明延鉱

山西部採鉱事務所）付近。右奥に明延鉱山学習館が写っている。 

＜尾去沢＞秋田県鹿角市尾去沢獅子沢 13-5 

秋田県鹿角市の尾去沢鉱山跡地の坑道入り口

付近。写真左奥に坑道入り口が写っている。 


